
見通しに関する注意事項

本住友化学レポートに記載されている当社の現在の計画､戦略､業績予想
などの､既存の事実ではない内容は､将来に関する見通しであり､リスクや不
確定要因を含んでいます｡実績がこれらの内容と乖離する要因となり得るも
のとして､当社の事業領域を取り巻く経済情勢､市場における当社の製品に
対する需要動向や競争激化による価格下落圧力､厳しい競争市場において
当社が引き続き顧客に受け入れられる製品を提供できる能力､為替レートの
変動などがあります｡ただし､要因はこれらに限定されるものではありません｡

住友化学レポート
当社事業の強みや戦略、課題、業績などを総
合的にまとめた統合報告書です。株主・投資
家をはじめとする幅広いステークホルダー
の皆さまに、当社の価値創造ストーリーをわ
かりやすく伝えることを目指しています。

当社の幅広い事業・製品について、
市場動向やシェアなどの情報を
交えながら詳細に解説しています。

サステナビリティ
データブック

環境・社会・ガバナンスの側面か
ら、当社の詳細なサステナビリティ
情報を網羅的に掲載しています。
（Web公開のみ）
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「住友化学レポート2023」発行に当たって
統合報告書「住友化学レポート」は、株主・投資家をはじめとする幅広いステークホルダーの皆さまに、

当社の価値創造ストーリーを分かりやすくお伝えすることを目指し、当社の事業の強みや戦略、業績、
コーポレート・ガバナンス体制などを総合的にまとめています。2023年度は、「経営として取り組む重要課
題」に沿った構成はそのままに、イノベーションの推進についての解説を充実させるとともに、新たに就任し
た社外取締役からのメッセージを記載しました。
現在、当社を取り巻く事業環境は、想定を上回る逆風にさらされ、足元の業績は成長への踊り場を
迎えています。しかし、今こそ総合化学の総力を結集し、業績を早期に成長軌道へ回帰させる考えです。
当社にはそれが可能であること、そしてその先にはさらなる価値を創造する未来があることを、この住友化学
レポートでお伝えできれば幸いです。

本資料での財務数値について

住友化学グループは2018年3月期より、従来の日本基準に代えてIFRSを適用
しており、2017年3月期の数値をIFRSに組み替えて比較分析を行っています。

価値協創ガイダンス

経済産業省が策定した「価値協創ガイダンス」は、企業
と投資家を繋ぐ「共通言語」であり、企業が投資家に伝
えるべき情報を体系的・統合的に整理し、情報開示や投
資家との対話の質を高めるための手引きです。本レポー
トでは、主に各事業部門の価値創造モデルにて本ガイダ
ンスを参考にしています。
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